
協議事項１

鳥取県における今後の特別支援教育に関するパブリックコメント実施状況について

平成２０年７月１５日

特 別 支 援 教 育 課

１ パブリックコメントの応募状況（７月１１日現在）

（１）意見募集したテーマ

「鳥取県における今後の特別支援教育の在り方について」

資料１ 意見募集チラシ

資料２ 教育審議会特別支援教育部会（答申案中間まとめ）概要

（２）募集期間 ６月３０日（月）～７月２５日（金）

（３）応募状況 ５８件（１９人）

２ 説明会について

（１）説明会概要

日 時 ： 平成２０年７月５日（土） 午前１０時～正午

会 場 ： 倉吉体育文化会館 大研修室

参加状況 ： 保護者 ２３名

教職員 ４４名

県及び市町村教育委員会 ４名 合計 ８６名

関係機関（労働・福祉・保健）職員 ４名

県民（一般） １１名

３ 総括

・概ね方向性に賛同若しくは具体部分の加筆についての意見であった。

・否定的な意見は、自分の関わる障害種の視点で、中間まとめの表現の修正を求める１件の

みであった。

４ 主な意見

◆ 基本的な考え方の方針について

・各生活圏域における教育の充実としてあるが、地域における…ということばを入れておく

必要がある。（教員）

・答申の中に市町村の財政的な支援をすべきというような文言を書き加えてほしい。（教員）

・センター的機能の定義がほしい。（教員）

・中部のエール（県自閉症・発達障害支援センター）のようなものが通級指導を行って

いくような方法は難しいだろうか。（教員）

◆ 特別支援学校の教育の在り方について

＜特別支援学校における教育全体・共通＞

・教員の専門性向上も必要だが、校内支援担当である発達臨床資格のようなものを持たれた

先生が必要に思う。(保護者）
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・軽度の知的障害のことが中心で、重度、重複障害の児童生徒に対する施策の方向性がない。
強度行動障害の子どもたちに対応、そして、卒業後の進路も大きな課題であると思うので、
盛り込んでほしい。(保護者）

・高等特別支援学校、分校、分教室のもう少し具体案を出してほしい。(どこに、いつ

頃かなど)

・長年に渡って、高等養護学校、高校での特別支援学級の設置をお願いしてきたが、前

向きな方向になっていただき、ありがたい。（保護者）

・就業率向上がうたわれているが、どこまでの向上をねらうのか。学校現場における職場開

拓のための進路担当は１名のみ。これでできるはずはない。（教員）

・視覚障害のある生徒の就労促進に向け、県教育委員会もバックアップしてほしい。（教員）

・生徒の多くは小学校、中学校から大きな課題をかかえ、知的障害養護学校に入ってく

る。小学校、中学校をまきこんだ進路指導が必要だと思う。

・学校教育の充実とともに社会教育の充実の必要性を感じる。市町村単位で教育環境の

整備が進められるべきである。

＜東部圏域＞

・くれぐれも盲学校と聾学校の統合などお考えにならないでいただきたい。(教員）

・寄宿舎について部会で議論されたのであれば、明記してほしい。（教員）

・心身症等の心の問題を抱える児童生徒への対応について、どんな議論がなされたのか知り

たい。心身症等の生徒の卒業後の就労促進を充実してほしい。（保護者）

・特別支援学校の統合など、効率主義的な考え方をしないで一人一人の自立に向けた支援体

制をお願いしたい。(教員）

＜中部圏域＞

・学校看護師では対応できない児童生徒とは、どの程度の医療的ケアを想定しているのか。

学校看護師の増員など、もう少し配慮してほしい。（保護者）

・療育センターは地域生活を実現できるよう支援している。教育と福祉とがさらに連携して

いきたい。（福祉機関職員）

＜西部圏域＞

・西部には市米養が病弱を扱っているが、中学部までであり、しかも単一障害しか受け入れ

ていない。療育センターの近くにある皆生養護学校に部門設置もよいのではないか。(教員）

◆ 幼稚園（保育所）・小学校・中学校・高等学校の特別支援教育の在り方について

＜幼稚園（保育所）＞

・幼児期は私立の問題がある。全教職員の理解とあるが、経営者も含めた理解が必要。（一般）

・情報マップの作成とあるが福祉との連携により、明確な相談窓口を作ってほしい。（保護者）

・保育所での早期発見、保育所での特性理解、支援は進んでいるのに、小学校での支援

がなさすぎる。(職員の仕事量が多くなる。場所がないのを理由に)加配もない。（保

護者）

・５歳児健診の受診率を１００㌫にするために、福祉・医療機関との連携を。（教員）

＜小学校及び中学校＞

・ＬＤ等専門員の巡回相談は、大きな問題(二次障害)になってからの活用と考えている学校
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がある。問題が起こってからではなく、社会に出る準備をしていくため、定期的に他の専

門家が入ってアドバイスが必要。高校でも、どんどん入ってほしい。 （保護者）

・個々の児童に応じた支援を図ることについて、「診断」を強く求められる風潮に危惧

を感じる。(保護者）

・通常の学級でも弾力的、柔軟な個々に応じた支援が充実されることが大切だと思う。

職員の資質向上、人員配置の充実。(教員）

・鳥取県には通級指導教室が少ないうえに、言語とＬＤ等に分かれている。診断があいまい

な児童の場合、行くところがなくなってしまう。言語のほうが間口が広い。（保護者）

・いろいろな子、あいまいな子をコミュ二ケーションの向上という意味で言語通級を一

つの受け皿にしていくといった点に賛同した。(保護者）

・特別支援学級に在籍している児童と保護者にとって、地域の中学校と特別支援学校のメリ

ット、デメリットを比べる情報がない。（保護者）

・特別支援学級に専門性のある担任の配置とあるが、教員の生活圏域も加味して本当に対応

できるのか。(教員)

・現在、中学校の特別支援学級の在り方に大きな課題がある。

・県が配置する特別支援学級支援非常勤職員と、市町村が配置する特別支援教育支援員の配

置の基準が分かりにくい。(保護者)

・小→中学校への移行支援について

管理職(校長、教頭)の研修や「わかる授業」などの他に、子どもが通う中学校へ

もっと行き来がしやすくなるようにすることも必要だと思う。(保護者）

＜高等学校＞

・個人情報だといわれるが、大事な情報だからこそ、特別支援が必要な生徒の情報を上

げてほしい。(保護者）

・中→高の連携が気になる。支援体制が除々に整っていくのは実感できて頼もしく思う

が“今”どうしようという不安にこたえる窓口がほしい。（保護者）

・中高連携、特に個人情報のやり取りをケースバイケースではしっかり行うべきである。

・高校での特別支援教育を充実するためには人的支援が必要。(教員）

◆ その他のご意見

＜普及啓発＞

・特別支援教育の普及啓発に関して、新しいものや具体性のあるものを考えていかない

といけない。(教員）

＜保護者支援＞

・保護者が家庭で適切な支援をするためのリーフレットの作成等があるとよい。(保護者)

＜連携＞

・他機関との連携をうたって欲しい。学校と医療現場の連携のために何が大切か、専門

家の声も欲しい。（教員）

＜特別支援教育の推進＞

・教育センターにおいて、特別支援教育を推進していく部門を設置するか、新たに独立

させて設置するのはどうか。県内の特別支援教育についての情報（基本的な考え方、

指導案例、実践例等）の共有化を進めてもらいたい。(教員）
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資料１





資料２




